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「CHIBA SDGs Parklet Project」にて寄せられた食品類を 

「こひつじフードバンク」へ寄贈しました！ 
～イベント開催を通じた食品ロス問題への取り組み～ 

 

株式会社京葉銀行（頭取 熊谷 俊行）は、５月２６日（金）に開催した第４回「CHIBA SDGs 
Parklet Project(※)」にて寄せられた食品類を、６月１日（木）、社会福祉法人初穂会 稲毛    
こひつじ園（理事長 林 隆春）が中心となって取り組んでいる「こひつじフードバンク」へ寄贈
しましたのでお知らせいたします。今回、事前に当行行員から募った食品類（約３５㎏）に加え、     
本イベントにご協力いただいているＮＴＴ東日本千葉事業部やイベント来場者より寄せられた 
食品類（約２５㎏）の合計約６０㎏を寄贈しました。 
 
(※)「CHIBA SDGs Parklet Project」とは… 
当行が、一般社団法人野菜がつくる未来のカタチ（代表理事 鳥海 孝範）、株式会社レプコ（代表取締役社長 野本 茂雄）、

塚本總業株式会社千葉支社（千葉支社長 平野 裕一）、株式会社みなも（代表取締役 岩﨑 肇）とともに開催している、食品

ロスをはじめとした地域課題解決や、千葉駅前大通りの賑わいを取り戻すことを目指すイベント。 

 
寄贈を行った「こひつじフードバンク」は、地域住民や千葉県内外の多くの生産者と連携して

食品などを幅広く引き受け、児童養護施設や自立支援施設など食品を必要としている施設や団体
だけでなく、生活に困窮する地域住民などにも無償で配布する取り組みを行っています。また、
千葉市内のこども食堂の多くが同フードバンクからの食材調達を行っていることから、当行とし
てもこうした取り組みを応援したく、３月に引き続き２回目の寄贈を行いました。 

 

【「CHIBA SDGs Parklet Project」で食品を受け取る様子】  【「こひつじフードバンク」への寄贈の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【寄せられた食品類】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右より、弊行法人営業部地域振興グループ 

課長代理 小田中 浩司 

地方創生担当リーダー 篠塚 武仁 

社会福祉法人初穂会 稲毛こひつじ園 

      理事・施設長 勝山 裕則 

右より、ＮＴＴ東日本千葉事業部 
企画部長 兼 総務部長 高山 不二夫 

        弊行法人営業部地域振興グループ 
地方創生担当リーダー 篠塚 武仁 

 
 



当行は、今後も本プロジェクトを通じて食品ロス問題をはじめとした地域の課題解決に継続  

して取り組んでまいります。 

 

以 上 
 

 

 京葉銀行ではＳＤＧｓへの取り組みに関するニュースリリースに、 

「ＳＤＧｓ１７の目標アイコン」を標示しています。 
 
【ＳＤＧｓ：Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）】 

2015年 9月に国連で採択された、2030年までに持続可能でよりよい世界を 

目指す国際目標のこと。17のゴール・169のターゲットから構成される。 

 


